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[設 問１ ]  （ 3 0 点 ）  

解説   

∘返 還約 束 に該 当 する 事由 （ イ） に対 する 積 極否 認  

∘貸 金債 権 の存 在 を主 張す る X は 発生 原因 事 実を 主張 し，争 い

があ れば 証 明し なけ れば な らな い。 Y の 主張 は ， X が 主 張し

た （ イ ） の 事 実 を 否 定 し ， 返 還 を 約 束 し た 覚 え は な い と い う

の で あ る か ら 否 認 で あ る 。 し か も ， 単 純 否 認 で は な く ， 金 銭

を受 領し た 理由 とし て Y の 有す る売 買代 金 債権 への 弁済 と し

て受 領し た と主 張し てい る ので ，積 極否 認 とな る。  

 

 [設問 ２ ]（ 3 0 点 ）  

解説  

∘現 金の 交 付は X が主 張・立 証し な けれ ばな ら ない 債権 発生 原

因事 実で あ り， X が 主張 した こ の事 実を 認 める 旨の Y の陳 述

は自 白と な る（ 不 利益 要件 に つき 敗訴 可能 性 説を 採用 して も，

同じ 結論 に なる ）。し たが っ て，Y がそ の陳 述 を撤 回す るの は

自白 の撤 回 とな り， それ が 許容 され る要 件 が 問 題に なる 。  

∘通 説に よ れば ，自白 の撤 回 が認 めら れる の は，①相 手方 の 同

意 が あ る 場 合 ， ② 相 手 方 な い し 第 三 者 の 違 法 な 行 為 に よ っ て

自 白 が 強 制 さ れ た 場 合 ， ③ 自 白 の 対 象 た る 事 実 に つ い て 錯 誤

に 陥 っ て い た た め ， 真 実 と は 異 な る 事 実 を 自 白 し た 場 合 で あ

る。  

∘設 問で は，③ の 場合 に該 当 する か否 かが 問 題に なる が，判例

によ れば ，自白 者で ある Y が（ ァ）の事 実 が真 実に 反す る こ

と（設 例で は X では なく A か ら 金銭 の交 付 を受 けた とい う 事

実 ） を 証 明 す る こ と が で き れ ば ， 錯 誤 に 陥 っ て い た こ と が 推

認で きる の で， 自白 の撤 回 が認 めら れる と され てい る。  

 

 [設問 ３ ]（ 4 0 点 ）  

解説  

∘和 解条 項 が和 解 調書 に記 載 され た場 合 ，そ の 記載 は確 定判 決

と 同 一 の 効 力 を 有 す る と さ れ て い る （ 民 訴 ２ ６ ７ 条 ） が ， そ

の意 味に つ いて は見 解が 対 立し てい る。  

∘当 事 者 の 一 方 が 給 付 義 務 を 負 う こ と が 記 載 さ れ て い る な ら

ば ， そ の 義 務 に 不 履 行 が 発 生 す れ ば ， 相 手 方 は 和 解 調 書 を 債

務 名 義 と し て 強 制 執 行 に よ り ， 和 解 で 定 め ら れ た 給 付 義 務 を



強 制 的 に 実 現 す る こ と が で き る の で ， 執 行 力 が 認 め ら れ る こ

とに つい て 争い はな い。 本 設例 でも ， Y が 定め られ たと お り

に振 込み を 行わ なけ れば ， X は Y に 対し て金 銭 執行 を行 う こ

とが でき る 。  

∘た だ，和解 調 書 の記 載に よ って 認め ら れ た 権 利 義 務 の 存 在 ・

不 存 在 に つ い て 既 判 力 が 生 じ る か 否 か に つ い て は 争 い が あ り ，

判 例 は い わ ゆ る 条 件 付 肯 定 説 （ 和 解 の 過 程 で 意 思 表 示 の 瑕 疵

な ど 実 体 法 上 の 無 効 ・ 取 消 事 由 な ど が あ れ ば ， 既 判 力 は 否 定

さ れ る が ， な い と き は 既 判 力 を 肯 定 す る と い う 立 場 ） を と っ

てい る。 学 説で は， 否定 説 が有 力で ある 。  

 


